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本年度の研究においては、特に以下の方向性をもって取り組んだ。

・メンバーが実際に何らかの形で関わった企業を参考にしたり、実在の企業へのヒ
アリング等を行うことで、研究対象とする仮想企業の基幹業務の内容をより詳細に
設定する。このことで、より実際のコンサルティングに近い研究を行う。

そして、以下の2つの業種について仮想企業を設定し、研究を行った。
1)　食品製造業（弁当製造・販売）
2)　旅行業（第2種旅行業、第3種旅行業）

結果、本研究におけるターゲットである「新規創業企業」や「小規模企業」において
は、ソリューション自体にかかる費用も重要なポイントであるが、やはりそれをユー
ザーが使いこなせるかどうかという点や、それを管理する人材がいるのかという点
が、研究が進むごとに、より問題視された。「新規創業企業」や「小規模企業」のIT
化は難しく、そこにITCの存在価値を改めて感じた。こういうソリューションがある、
というアドバイスでは終わらない、ということを再認識した次第である。

食品製造業（弁当製造・販売）では、販売管理面についての研究がメインとなった
が、そのなかで、「販売と会計の密接な関係」に触れ、販売管理ソフトと会計ソフト
を連動させることは非常に重要であると改めて感じた。

旅行業（第2種旅行業、第3種旅行業）では、この業種の業務内容の複雑さ（多様
な旅行素材の取り扱い、問合せ、手配、入金確認、チケット・クーポン・案内書・渡
航手続書類などの発行、出発から帰着までのサポート、交通機関や宿泊施設等と
の精算といった工程の進行管理を行いつつ、売上管理を行う必要があること）を理
解することができた。また、これらの業務をサポートするシステムとしてはデータの
重複入力を極力避けることが肝要で、必然的に統合化されたパッケージシステム
（もしくはASPサービス）がキーになることが分かった。

また、3年間継続して行っているグループウェアのフォローアップ研究では、機能と
してなにか新しく革新的なものが出てきている感はなかった。しかし、昨年度と比
べ、SNSとの連携に注力していることを全面に謳っているケースが増えてきてお
り、また、サービスラインアップの統廃合が行われてきていることが分かった。
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